
　弥
や よ い

生時
じ

代
だい

の「弥生」という呼
よ

び名
な

の元
もと

となったのが、「弥生土器」

です。弥生時代の前
まえ

の時代の縄
じょう

文
もん

時代もまた「縄文土器」からその

時代の名が付
つ

けられました。では、その弥生土器とは、いったいど

のようなものなのでしょうか？

　土器といえば、ねん土
ど

で形
かたち

を作
つく

り、焼
や

き固
かた

めることで仕
し

上
あ

げた器
うつわ

のことを言
い

います。弥生土器の主
おも

な種
しゅ

類
るい

には、甕
かめ

、壷
つぼ

、高
たか

坏
つき

、鉢
はち

、

器
き

台
だい

があります。甕は主
おも

に食
しょく

物
もつ

の煮
に

炊
た

きに、壷は食
しょく

料
りょう

の貯
ちょ

蔵
ぞう

に、高

坏や鉢は盛
も

り付
つ

け用
よう

として利
り

用
よう

されていました。妻
む

木
き

晩
ばん

田
だ

遺
い

跡
せき

でも、

右
みぎ

の写
しゃ

真
しん

のような土器がたくさん出
しゅつ

土
ど

しています。

　本
ほん

来
らい

ならねん土
ど

をよく練
ね

り、じょうぶにするために砂
すな

を混
ま

ぜ込
こ

みますが、今
こん

回
かい

は、陶
とう

芸
げい

用
よう

のねん土を使
つか

っ

て土器作りをするので、この作
さ

業
ぎょう

は、はぶきます。（今回は、甕を作ってみましょう。）

弥生土器に「弥生」の名が付けられた、その元になったものは、次のうちどれでしょう。
①人

じん

名
めい

　②地
ち

名
めい

　③もよう　④弥生（３月
がつ

）に見
み

つかったから　⇒　（　　　　　　　　　）
クイズ

「土器づくり」に挑
ちょう
戦
せん
しよう！

【準
じゅん

備
び

】ねん土、ねん土板
ばん

、回
かい

転
てん

台
だい

、竹
たけ

ぐし、たこ糸
いと

、かき出
だ

しベラ、しか革
がわ

◎土器作り体験を終
お
えて

　これらの土器は、１ヶ
か

月
げつ

間
かん

自
し

然
ぜん

かんそうさせた後
あと

、野
の

焼
や

きや電
でん

気
き

窯
がま

で焼
や

き上
あ

げます。できあがりが楽
たの

しみですね。 

❶直
ちょっ

径
けい

５ ㎝
センチメートル

、厚
あつ

さ1.5㎝くらいの底
そこ

を
作ります。

❸指
ゆび

の腹
はら

を使
つか

って、内
うち

側
がわ

に押
お

し込
こ

むよ
うにして、土器のへき面

めん

を整
ととの

えます。
❷直径１～２㎝のねん土ひもを作り、

輪
わ

の形
かたち

にして積
つ

み上
あ

げていきます。

❹一
いち

番
ばん

太
ふと

くなる所
ところ

まで６段
だん

積み上げた
ら、その上２段は輪を小

ちい

さくしてす
ぼめます。

❻しか革を使って表
ひょう

面
めん

をなめらかに
し、貝

かい

や竹ぐしなどを使って模
も

様
よう

を
付けます。

❺口
こう

縁
えん

の部
ぶ

分
ぶん

を作り、回転台を回
まわ

しな
がら全

ぜん

体
たい

がうすくなるよう外
そと

側
がわ

と内
うち

側
がわ

をけずります。

❼最
さい

後
ご

にたこ糸を使って、回転台から
切
き

り離
はな

せば完
かん

成
せい

です。

野焼き

甕
かめ

壷
つぼ

高
たか

坏
つき

器
き

台
だい

むきばんだ
弥 生 体 験
カ ー ド 土

ど

器
き

づくり体
た い

験
け ん

～弥
やよい
生土

ど
器
き
の作
つく
り方
かた
～08
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　1884（明
めい

治
じ

17）年
ねん

、その当
とう

時
じ

の東
とう

京
きょう

市
し

本
ほん

郷
ごう

向
むこう

ヶ
が

岡
おか

弥
や よ い

生町
ちょう

（現
げん

在
ざい

の東
とう

京
きょう

都
と

文
ぶん

京
きょう

区
く

）の貝
かい

塚
づか

で、前
まえ

から知
し

られていた

縄文土器とは違
ちが

う土器が発
はっ

見
けん

されました。この土器を発見した地
ち

名
めい

をとって弥生土器と呼
よ

ぶようになりました。

クイズの答え…②

※�みなさん、かっこいい弥生土器ができましたか？　今
き ょ う

日の「土器作り」体
たい

験
けん

で発
はっ

見
けん

したことやわかったこ
と等

など

、感
かん

想
そう

をまとめてみましょう。
　

　

　

　

豆
まめ

知
ち

識
しき

1 弥
や よ い

生土
ど

器
き

と縄
じょう

文
も ん

土器とのちがい

　土器は焼
や

き上
あ

げることで、か

たく、じょうぶになります。今
いま

は、釜
かま

を使って焼
や

いていますが、

妻木晩田遺跡では、土
ど

器
き

焼
や

きを

したあとが見つかっています。

穴
あな

をほり、土器を積
つ

み上
あ

げて、

焼いていたことが分
わ

かっていま

す。

妻
む

木
ぎ

晩
ばん

田
だ

遺
い

跡
せき

で見つかった野
の

焼
や

きあと豆 知 識 2

　弥生土器は、縄文土器に比
くら

べ、うすく文
もん

様
よう

もシンプルに作られています。こ

れは、米
こめ

作
づく

りと共
とも

に大
たい

陸
りく

からもたらされた技
ぎ

術
じゅつ

です。この米
こめ

作
づく

りの伝
でん

来
らい

は、土

器の形
かたち

にも変
へん

化
か

をあたえました。それまでの縄文土器とはちがい、壷のような

穀
こく

物
もつ

を貯
ちょ

蔵
ぞう

するための形が生
う

まれたのです。

　ちなみに縄文土器とは、かりや採
さい

集
しゅう

を中
ちゅう

心
しん

にした生
せい

活
かつ

で使
つか

われていた土器で、

厚
あつ

く模様や形にこだわったものが多
おお

く見
み

られます。種
しゅ

類
るい

は少
すく

なく煮
に

炊
た

き用
よう

の深
ふか

鉢
ばち

と盛
も

り付
つ

け用の浅
あさ

鉢
ばち

がほとんどです。

弥生土器

甕
かめ

壺
つぼ

鉢
はち

高
たか

坏
つき

器
き

台
だい

縄文土器

土器焼きあと
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